
令和８年 7月 24 日 

富山県カーボンニュートラル推進課 

 

（参考）富山県カーボンニュートラル戦略の進捗と今後の取組みについて 

 

・2023 年度の温室効果ガス排出量は、920 万トンとなりました。想定値の 986 万トンを 66

万トン下回り、順調な減少傾向で推移しています。（スライド P2） 

・運輸部門の排出量については、想定値を辛うじて下回ったものの、近年は横ばい、削減

が鈍い状況です。（スライド P20） 

・運輸部門エネルギー消費量のほとんどを占める自動車（マイカー等）への対策として、

低燃費化などの効率改善、徒歩や自転車、公共交通利用の促進によるマイカー使用の削

減等を進める必要があります（スライド P21）。 

・エコドライブ推進協議会の皆様におかれましては、燃料の消費を抑え CO2 排出量の削減

に資する「エコドライブ」がドライバーの皆様に広く浸透し実践されますよう、引続き

ご協力をお願いします。 

  

＜以下、スライド＞ 令和８年度第１回富山県カーボンニュートラル推進本部会議（R8.5）より 

https://www.pref.toyama.jp/102221/kensei/carbonneutral/honbu/20260519kaigi.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料３ 

https://www.pref.toyama.jp/102221/kensei/carbonneutral/honbu/20260519kaigi.html
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令和８年 7月 24 日 

富山県カーボンニュートラル推進課 

（以下、参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


